
 

 

産 業 廃 棄 物 処 理 計 画 書 及 び 

特別管理産業廃棄物処理計画書の記載要領 
 

 

１．作成する様式   

（１）様式第二号の八 

   前年度、県内（新潟市を除く。）で産業廃棄物の発生量が1,000トン以上である事業場を設置

している事業者 

（２）様式第二号の十三 

   前年度、県内（新潟市を除く。）での特別管理産業廃棄物の発生量が 50 トン以上である事業

場を設置している事業者 

 

２ ． 記 載 要 領   

項目 説明 

共 通 事 項 

・電子ファイルはエクセル形式となっています。入力箇所は「第１面～第５面」

及び「別紙」の色の着いたセルとなります。（「別紙」は書ききれない場合に

記入するものです。） 

・集計を行うため、書式等の変更は行わないでください。 

・産業廃棄物の量は重量（トン）に統一してください。体積で把握している場合に

は下記５「産業廃棄物の体積から重量への換算係数（参考値）」を参照するなど

して、重量に換算してください。 

・処理計画書は公表制度（公衆への縦覧（平成23年10月１日からはインターネ

ットによる公表））の対象となるため、社員の個人名等、個人情報に該当する

内容については記入しないでください。 

・作成の際は環境省作成の「策定マニュアル」も参照してください。 

（第１面） 

年 月 日 ・提出年月日を記入してください。 

提 出 者 

・住所は都道府県名から記入してください。 

・氏名は個人の場合は個人の氏名、法人の場合は法人の名称、支店等の名称、代

表者の氏名を記入してください。 

・代表者印、会社印は押印しないでください。 

・電話番号は市外局番から記入してください。 

事 業 場 の 名 称 ・上記事業場の名称を記入してください。 

事 業 場 の 所 在 地 ・上記事業場の所在地を記入してください。 

計 画 期 間 ・処理計画の計画期間を記入してください。 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

① 事 業 の 種 類 ・日本標準産業分類の区分を記入してください。 

② 事 業 の 規 模 

・製造業の場合は製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合は元請完成工事高

（前年度実績）、医療機関の場合は病床数（前年度末時点）等、業種に応じ事

業規模が分かるような前年度の実績を記入してください。 

③ 従 業 員 数 ・事業場の従業員数を記入してください。 

④ 産 業 廃棄 物 の 

一 連 の 処理 工 程 

・事業場において生ずる産業廃棄物について、発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記

入してください。 

・書ききれない場合は「別紙のとおり」とし、別紙に記入してください。 

 



 

 

（第２面） 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

管 理 体 制 図 

・役職名と産業廃棄物処理に係る役割を記入してください。 

・個人情報に該当する内容（社員の個人名等）は記入しないでください。 

・書ききれない場合は「別紙のとおり」とし、別紙に記入してください。 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

産 業 廃 棄 物 の 

種 類 ・ 排 出 量 

・産業廃棄物の種類ごとに、排出量（トン単位）について、①現状（前年度実績）

と②計画（今年度目標）を記入してください。 

・産業廃棄物の種類は下記 を参照してください。 

実 施 し た（ 実 施 

する予定の）取組 

・産業廃棄物の排出の抑制に関する取組内容について、①現状（前年度実績）と

②計画（今年度目標）を具体的に記入してください。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

分別している（分別

する予定の）産業廃

棄物の種類及び取組 

・分別している（分別する予定の）産業廃棄物の種類及び取組内容について、①

現状（前年度実績）と②計画（今年度目標）を具体的に記入してください。 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

産業廃棄物の種類 

・ 再 生 利 用 量 

・産業廃棄物の種類ごとに、自ら再生利用を行った量（トン単位）について、①

現状（前年度実績）と②計画（今年度目標）を記入してください。 

・産業廃棄物の種類は下記 を参照してください。 

実 施 し た（ 実 施 

する予定の）取組 

・自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する取組内容について、①現状（前年度実

績）と②計画（今年度目標）を具体的に記入してください。 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

産業廃棄物の種類・

熱回収量・減量化量 

・産業廃棄物の種類ごとに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合に

おける熱回収を行った産業廃棄物の量（トン単位）と、自ら中間処理を行うこ

とによって減量した量（トン単位）について、①現状（前年度実績）と②計画

（今年度目標）を記入してください。 

実 施 し た（ 実 施 

する予定の）取組 

・自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する取組内容について、①現状（前年度実

績）と②計画（今年度目標）を具体的に記入してください。 

（第４面）～（第５面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

産業廃棄物の種類 

・埋立処分量又は 

海 洋 投 入処 分 量 

・産業廃棄物の種類ごとに、自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った量（トン単

位）について、①現状（前年度実績）と②計画（今年度目標）を記入してくだ

さい。 

実 施 し た（ 実 施 

する予定の）取組 

・自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する取組内容について、

①現状（前年度実績）と②計画（今年度目標）を具体的に記入してください。 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

産業廃棄物の種類 

・ 処 理 委 託 量 

・産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優

良認定処理業者（法施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、

処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（法第15条の３の３第１

項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設

設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、①現

状（前年度実績）と②計画（今年度目標）を具体的に記入してください。 

実 施 し た（ 実 施 

する予定の）取組 

・産業廃棄物の処理の委託に関する取組内容について、①現状（前年度実績）と

②計画（今年度目標）を具体的に記入してください。 

（別紙） 

・第１面の「④産業廃棄物の一連の処理工程」及び第２面の「管理体制図」について、書ききれない場

合は、別紙に記入してください。 

・別紙が足りない場合はワークシートをコピーしてください。 

※特別管理産業廃棄物処理計画書にあっては「産業廃棄物」を「特別管理産業廃棄物」と読み替えてください。 



 

 

３．産業廃棄物の種類   

種類 具体例 

燃え殻 石炭殻、焼却灰の残さ、炉清掃排出物 等 

汚泥 
浄水場汚泥、窯業汚泥、メッキ汚泥、金属研磨汚泥、金属表面処理汚泥、活性炭かす、ろ
過材残さ、珪藻土かす、カーバイドかす、活性汚泥、製紙汚泥、下水汚泥、染色汚泥 等 

廃油 潤滑油、廃洗浄用油、廃切削油、廃溶剤 等 
廃酸 有機性酸類、写真定着廃液 等 
廃アルカリ アンモニア廃液、アルカリ洗浄工程廃液 等 

廃プラスチック類 
合成樹脂くず、合成ゴムくず（廃タイヤを含む）、塗料かす（固形状）、ビニール袋、合成
繊維くず 等 

紙くず 
パルプ、紙又は紙加工品の製造業、新聞業、出版業、製本業、印刷物加工業、建設業（工作
物の新築、改築又は除去に伴って生じたものに限る）に係る紙くず 等 

木くず 
貨物の流通のために使用したパレット、建設業（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じ
たものに限る）に係る木くず、木材又は木製品の製造業、パルプ製造業、輸入木材の卸売業、
物品賃貸業に係る木くず 等 

繊維くず 
建設業（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものに限る）に係る天然繊維くず、繊
維工業（衣服その他の繊維製品製造業を除く）に係る木綿くず、羊毛くず 等 

動植物性残さ 
食料品（飲料品を含む）製造業、医療品製造業、香料製造業に係る醸造かす、発酵かす、野
菜くず 等 

動物系固形不要物 
と畜場においてとさつし、又は解体した獣畜及び食鳥処理場において食鳥処理をした食鳥に
係る固形状の不要物 

ゴムくず 天然ゴムくず 
金属くず 鋳物くず、切削くず、古鉄スクラップ 等 
ガラスくず・コン
クリートくず及び
陶磁器くず 

ガラスくず、レンガくず、陶磁器くず、廃瓦、セメント製品くず、ガラス繊維くず、廃石膏
ボード 等 

鉱さい 高炉、平炉等の残さ、鋳物廃砂 等 
がれき類 工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたコンクリート破片、レンガ破片、瓦片 等 
動物のふん尿 畜産農業に係る牛、豚、鶏等のふん尿 
動物の死体 畜産農業に係る牛、豚、鶏等の死体 

ばいじん 
大気汚染防止法に規定するばい煙発生施設、汚泥の焼却施設等において発生するばいじんで
あって、集じん施設によって集められたもの 

処分するために処
理したもの 

上記に掲げる産業廃棄物を処分するために処理したものであって、これらの産業廃棄物に該
当しないもの 

 

 

４．特別管理産業廃棄物の種類  

種類 具体例 

廃油 廃揮発油類、廃灯油類、廃軽油類の燃えやすい廃油 
廃酸 pH2.0以下の廃酸（電解液等） 
廃アルカリ pH12.5以上の廃アルカリ（苛性ソーダ廃液等） 

感染性産業廃棄物 
感染性病原体を含む又はそのおそれのある産業廃棄物（医療機関等から排出される血液、
使用済みの注射針等） 

廃ＰＣＢ等 廃ＰＣＢを含む廃油 
ＰＣＢ汚染物 ＰＣＢが塗布された紙くず、ＰＣＢが封入された金属くず 等 

ＰＣＢ処理物 
廃ＰＣＢ等又はＰＣＢ汚染物を処分するために処理したもので、省令に定める基準に適合
しないもの 

廃石綿等 
建築物から除去した飛散性の吹き付け石綿、石綿含有保温材及びその除去工事から排出さ
れるプラスチックシート等、大気汚染防止法の特定粉じん発生施設を有する事業場の集じ
ん装置で集められた飛散性の石綿等 

指定下水汚泥 環境省令で定める基準に適合しないもの 
鉱さい 〃 
燃え殻 〃 
ばいじん 〃 
廃油（金属を含むもの） 〃 
汚泥（   〃   ）  〃 
廃酸（   〃   ） 〃 
廃アルカリ（ 〃 ） 〃 

 



 

 

５．体積から重量への換算係数（参考値） 

産業廃棄異物の種類 換算係数 

1 燃え殻 1.14 

2 汚泥 1.10 

3 廃油 0.90 

4 廃酸 1.25 

5 廃アルカリ 1.13 

6 廃プラスチック 0.35 

7 紙くず 0.30 

8 木くず 0.55 

9 繊維くず 0.12 

10 
食料品製造業、医薬品製造業又は香料製造業において原料とし 

て使用した動物又は植物に係る固形状の不要物 

1.00 

 

11 
とさつし、又は解体した獣畜及び食鳥処理した食鳥に係る固形 

状の不要物 
1.00 

12 ゴムくず 0.52 

13 金属くず 1.13 

14 
ガラスくず、コンクリートくず（ 工作物の新築、改築又は除去 

に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず 

1.00 

 

15 鉱さい 1.93 

16 
工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたコンクリートの破 

片その他これに類する不要物 

1.48 

 

17 動物のふん尿 1.00 

18 動物の死体 1.00 

19 ばいじん 1.26 

20 
産業廃棄物を処分するために処理したものであって、前各号に 

掲げる産業廃棄物に該当しないもの 
1.00 

21 建設混合廃棄物 0.26 

22 廃電気機械器具 1.00 

23 感染性産業廃棄物 0.30 

24 廃石綿等 0.30 

（注１）種類及び係数については、環境省通知（H18.12.27 環廃産発第061227006 号）を参考としたもの。 

（注２）上記の換算係数は1立方メートル当たりのトン数（ｔ/立米）。 

（注３）この換算表はあくまでマクロ的な重量を把握するための参考値という位置付けであることに留意

されたい。 

（注４）「２ｔ車１台」といったような場合には、積載した廃棄物の体積を推計し、それに上記換算係数

を掛けることによりトン数を計算する方法がある。 

 


